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ち，共鳴状態として有限の寿命を持つことが予想される．Ps と Pn の量子状態の組み合わせに対応する
多くの異なる自動解離状態と結合した分子共鳴状態を予言することは従来難しく，これまでの多くの先
(NO. 2) 
































































































第 6 章では，本論文の総括と今後の展開について検討した． 
 以上の研究は，自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
いる。したがって，山下琢磨提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。  
